
令和７年度第３回鳳来南部地域協議会 会議録 

日  時 
令和７年６月１９日（木） 

午後７時００分～午後９時００分 

場  所 山吉田ふれあいセンター ２階会議室 

出 席 者 委 員１８名、事務局６名 

傍聴人数  ２名 

次 第 

１ あいさつ 

２ 事務局説明 

３ 審査（プレゼンテーション） 

①すすめの学校 

②山吉田手筒花火会 

③柿本城武将隊 

④山吉田防災士の会 

⑤山吉田しあわせみらい計画 

⑥山吉田こども園保護者会 

⑦鳳来南部わな猟師５人の会 

４ 審査結果とりまとめ 

５ その他 

 （１）第４回地域協議会について 

６ 閉会のあいさつ 

鳳来南部自治振興事務所長 

会議内容 

開会 

１ あいさつ 

  鈴木会長あいさつ 

２ 事務局説明 

  議事に先立ち、議事録署名人として５番の田中重則委員と６番の馬場孝利委員を指名し

た。 

  事務局より、本日の流れと山吉田しあわせみらい計画の追加資料について説明した。 

３ 審査（プレゼンテーション） 

①すすめの学校 

《質疑応答》 

・山吉田全体的に整備してもらえないか？ 

→全体への波及は考えていない。できる面積ではない。 

・たくさん活動はあるが全て無償か？ 

 →無償。 

・草刈り機を毎年購入しているが来年度も購入するのか？ 

 →過去に購入したものが壊れてきている。メンバーも高齢化してきたり、他のイベントで

手伝ってくれる人で女性もいたりするので軽量の草刈り機が必要。 

・民地の場合は所有者から許可を取っているか？ 

 →所有者から依頼を受けているもの。 

②山吉田手筒花火会 

《質疑応答》 

・公民館の反応を聞いているか？ 

 →交付金の決定が出てから調整をする予定だったため確認していない。 

・継続してやっていくには資金面や準備が心配だが、どう考えているか？ 

 →頑張っていく。 

・盆踊りの代替イベントなら８月開催では？ 

 →花火屋さんの都合で９月となる。 

・募集人数が手筒の打ち上げ予定本数より多かった場合の対応は？自費での参加もできる



のか？ 

 →自費でも参加できるが、手筒を小さくして本数を増やすなど臨機応変に対応していく。 

・手筒を上げられるのは鳳来南部の人だけか？ 

 →募集は鳳来南部のみ。鳳来南部以外の方は想定していない。 

③柿本城武将隊 

《質疑応答》 

・講談会の昨年度の人数は？ 

→１２０名 

・本丸改修の作業人工が経費に反映されていないが？ 

→隊員でやるため人工計上はなし。 

④山吉田防災士の会 

《質疑応答》 

・９月に地区の防災訓練があるが、それとの連携は？ 

→連携はしていない。 

・各地区の班長が出席となっているが、下吉田区は各組で防災組織を組んでいる。それぞれ

の組の班長が出席するということか？ 

→それぞれの組の班長に出席してもらいたい。 

⑤山吉田しあわせみらい計画 

《質疑応答》 

・１０月の福津農園参加者２０人は、一般募集が２０名なのか会のメンバーも含めた２０

名なのか？ 

→会のメンバーを含めず２０名。 

・ワークショップの体的な内容は？ 

→作業をするということ。今回は廃鶏になった鳥を食べる。 

・８月の開催について、市民センターほうらいで開催となっているが、陽気のいい日にずら

して南部地域で開催をしては？ 

→親子参加を考えているので夏休みで小学生が動きやすい時期としているため８月開催

とした。 

⑥山吉田こども園保護者会 

《質疑応答》 

・鳳来南部地域への告知方法は？ 

 →チラシを作成して、地域の方に回る様にする。また目につくところに掲示する予定。 

⑦鳳来南部わな猟師５人の会 

《質疑応答》 

  ・若手が罠を買ったら講習会を開催するような計画は？ 

→開催する予定。 

   

４ 審査結果とりまとめ 

  全団体（７団体）基準点の２７点を満たした。平均得点上位から採択を決定。 

採択：山吉田防災士の会、山吉田こども園保護者会、柿本城武将隊、すすめの学校、 

山吉田しあわせみらい計画（減額）。 

また、すべての団体で記載意見なし。 

《質疑応答》 

  ・減額となった団体が辞退したらどうなる？次の団体が繰り上げとなるか？ 

  → 該当団体の意向により辞退となれば、繰り上げ採択について地域協議会へお諮りする

ことになる。 

  ・使用しなかった予算はどうなるか？ 

  → 未執行の予算となる。まちづくり基金へ戻すことになる 

 

５ その他 

（１）第４回地域協議会について 

  令和７年８月７日（木）１９時３０分より山吉田ふれあいセンターで行う事を確認。 

 ■鈴木事務所長のあいさつ後、閉会。 

 


